









[ 8 ) 
氏名・(本籍) 俣 zよEtヨL 孝
学位の種類 医 A子v 博 士
学位記番号 弟 4 5 5 6 干E王ヨ
学位授与の日付 昭和 54 年 3 月 24 日
学位授与の要件 医学研究科病理系専攻







Toxoplαsmα gondii (Tp) 感染耐過マウスでは Listeria monocytogenes , Salmonella typhimuｭ













Tp , RH株， tachyzoi te 型虫体1. 5X10 7 を SD系成熟雌ラットに腹腔内接種した。① Tp接種同時，
②Tp接種後 1 週目，③Tp接種を隔週毎 4 団施行した後 1 週目，の各ラットに Pb感染赤血球 2 X108 




( 2 %paraformaldehyde-lysine液固定 Tp虫体 o.4X 10 8 個/匹 ②凍結融解・超音波処理Tp虫体ホ
モジネート 2.5X108 /匹，を感作材料に， Freund Complete Adjuvant添加あるいは無添加し，腹腔
内，筋肉内接種を隔週毎 4 団施した後， 1 週目に Pb感染赤血球 1 X10 8 個を腹腔内接種し ， 4 , 7 , 
10, 14, 21 日目の parasitemia を観察， Pb接種直前，および接種後14日目の血清中 Pb抗体価を測定
した。
〔結果〕
Tp虫体を隔週毎 4 回接種したラットでは， Pb接種後 1~5 週を通じ， parasitemia が極めて軽度に
経過し， Tp未感染群，および他の Tp感染群に比較し Pb感染に対し抵抗性を示す事が認められた。
Hd直，および抗体価の変動はどの群も大差は認められなかった。
各種処理Tp虫体感作群のうち paraformaldehyde-Iysine処理FCA添加による感作群では，未感作




この抵抗性は Tp死虫体に FCA を添加することによって惹起することができる。
論文の審査結果の要旨
近年，非特異的な生体防禦機構を利用した，癌に対する治療法が注目を浴びている。一方， トキソ
プラズマ (Tp) 感染耐過時，非特異的感染防禦能の尤進があるとされているが，本研究によって， Tp 
感染耐過ラットでは，坑原性の全く異なるマラリア感染に対し，抵抗性を示す事が明らかになり，こ
の抵抗性は， paraformaldehyde 固定処理Tp虫体に Freund Complete Adjuvant 添加によって惹起
できる事が見出された。
非特異的生体防禦機構の発現機作に関しては，未知の部分が多いが，本研究はこの方面の進展に大
いに寄与するものと考えられる。
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